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衆
議
院
議
員
細
川
律
夫
君
提
出
大
規
模
災
害
時
等
の
際
の
身
元
確
認
業
務
及
び
死
因
究
明
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
新
潟
県
中
越
地
震
を
始
め
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
政
府
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律

第
二
百
二
十
三
号
）
第
五
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
か
ら
の
報
告
に
よ
り
死
者
の
数
を
把
握
し
て

お
り
、
そ
の
中
で
死
に
至
っ
た
状
況
等
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
死
に
至
っ
た
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
避
難
所
運
営
を
指
導
す
る
な
ど
各
種
防
災
対
策
の
推
進
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
、
各
死
亡
者
の
死
因
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
た
の
か
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
、
死
亡
者
の
死
因
に
つ
い
て
は
、
死
亡
を
診
断
し
た
医
師
又
は
死
体
を
検
案
し

た
医
師
が
そ
の
医
学
的
判
断
に
基
づ
き
決
定
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



政
府
が
把
握
し
て
い
る
限
り
で
お
答
え
す
る
と
、
我
が
国
は
、
法
歯
学
者
及
び
法
人
類
学
者
計
三
名
を
過
去
の
協
力
実
績

に
基
づ
き
選
び
現
地
に
派
遣
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
専
門
家
は
邦
人
の
遺
体
の
身
元
確
認
業
務
に
お
い
て
十
分
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

タ
イ
王
国
に
派
遣
し
た
法
歯
学
者
及
び
法
人
類
学
者
は
、
歯
科
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
を
現
地
に
携
行
し
た
。
ま
た
、
御
指
摘

の
緊
急
時
に
備
え
た
準
備
に
つ
い
て
は
、
現
地
政
府
及
び
在
外
公
館
の
協
力
を
得
て
万
全
を
期
し
た
。

五
に
つ
い
て

タ
イ
王
国
政
府
の
要
請
及
び
在
タ
イ
王
国
日
本
国
大
使
館
か
ら
の
詳
細
な
現
地
状
況
等
に
関
す
る
累
次
の
報
告
を
踏
ま

え
、
本
年
一
月
四
日
に
国
際
緊
急
援
助
隊
と
し
て
警
察
の
鑑
定
・
鑑
識
担
当
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
専
門
家
チ
ー
ム
を
派
遣

し
、
更
に
同
月
九
日
に
警
察
の
鑑
識
担
当
者
等
を
追
加
派
遣
し
た
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、
外
務
省
か
ら
の
打
診
を
受
け
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
法
医
学
会
関
係
者
に
対
し
、
適

当
な
専
門
家
の
派
遣
の
可
能
性
に
つ
い
て
照
会
し
た
と
の
経
緯
は
あ
る
も
の
の
、
外
務
省
や
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

が
法
医
学
会
に
対
し
、
派
遣
の
要
請
や
そ
の
撤
回
を
行
っ
た
と
の
事
実
は
な
い
。

二



六
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
法
医
学
者
や
法
歯
学
者
と
緊
密
に
連
携
す
る
た
め
、
平
素
か
ら
定
期
的
な
会
議
を
行

う
な
ど
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
緊
密
な
連
携
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
に
備
え
て
ま
い
り
た
い
。

三


